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　平成24年度に県内で設立された組合数は、前年度の11組合を大きく上回る16組合。一組合平均
の出資総額は241万円と前年度の81.6万円を大きく上回った。
　設立目的では共同受注事業が7組合で最も多く、組合による受注・販路開拓への期待感がうかがえ
た。また、昨年に続き地域振興や企業の海外展開支援を目的とする組合設立も目立った。

特集
平成24年度

静岡県の組合設立白書
全16組合の概要とその目的

受
注・販
路
開
拓
に
一
〇
組
合

組
合
設
立
目
的
を
主
要
事
業
で
見
て
い
く
と
、

販
路
の
開
拓
な
ど
を
見
据
え
た
組
合
は
合
わ
せ
て

一
〇
組
合
。
そ
の
う
ち
七
組
合
が
共
同
受
注
事
業

を
、
一
組
合
が
共
同
販
売
事
業
を
計
画
。
ま
た
、

企
業
組
合
と
し
て
二
組
合
が
事
業
を
始
め
た
。

〇
販
路
開
拓
へ
商
品
提
案

協
同
組
合
H
A
M
I
N
G
は
、
浜
松
市
、
掛
川

市
、
島
田
市
の
業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
、
金
属

加
工
業
度
な
ど
四
社
で
設
立
。
切
削
や
プ
レ
ス
、

板
金
、
メ
ッ
キ
加
工
な
ど
の
蓄
積
し
た
技
術
を
医

療
機
器
分
野
な
ど
へ
応
用
し
、
商
品
開
発
の
提
案

や
医
療
器
具
な
ど
の
共
同
受
注
等
を
行
う
。

御
前
崎
市
の
製
茶
業
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
の
が

し
ず
お
か
御
前
崎
茶
商
協
同
組
合
。
減
少
傾
向
に

あ
る
リ
ー
フ
茶
の
消
費
拡
大
を
め
ざ
し
、
県
内
外

の
消
費
者
に
向
け
嗜
好
に
合
っ
た
緑
茶
の
提
案
や

茶
文
化
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

〇
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
型
業
務
が
四
組
合

専
門
分
野
を
活
か
し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

共
同
受
注
事
業
を
行
う
四
組
合
が
発
足
し
た
。
森

林
所
有
者
な
ど
に
対
し
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
計
画
す
る
の
は
県
東
部
の
森
林
経
営
者
や
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ら
が
加
盟
す
る
静
東
森
林
経
営

協
同
組
合
。
森
林
経
営
計
画
の
作
成
支
援
や
素
材

生
産
事
業
の
提
案
業
務
の
共
同
受
注
事
業
な
ど
を

行
う
。
静
岡
県
B
C
P
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
同

組
合
と
静
岡
事
業
継
続
マ
メ
ジ
メ
ン
ト
協
同
組
合

は
、
共
に
静
岡
市
に
事
務
所
を
置
く
B
C
P
策
定

図表①

平成24年度は未集計
全国数値は全国中央会の集計による

組合設立件数の推移（平成元年以降）

全国 852 848 942 1,003 970 898 903 863 894 792 845 862 851 828 816 868 806 827 578 514 369 303 333
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平成24年度　静岡県の組合設立白書

支
援
な
ど
を
目
的
と
す
る
組
合
。
前
者
は
組
合
員

の
八
割
超
が
中
小
企
業
診
断
士
で
構
成
さ
れ
、
実

効
性
あ
る
B
C
P
計
画
づ
く
り
を
支
援
の
モ
ッ

ト
ー
と
す
る
。
後
者
は
計
画
の
策
定
か
ら
そ
の
運

用
ま
で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
体
制
を
整
備
し

た
点
が
特
徴
だ
。
浜
松
市
に
事
務
所
を
置
く
協
同

組
合
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
浜
松
は
、
浜

松
市
内
の
貿
易
商
社
や
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ら

で
設
立
さ
れ
た
。
海
外
展
開
を
希
望
す
る
中
小
企

業
に
対
し
相
手
国
に
関
す
る
現
地
調
査
や
法
人
設

立
支
援
の
ほ
か
輸
出
入
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ま
で
踏
み

込
ん
だ
支
援
を
行
う
。

〇
太
陽
光
発
電
・
環
境
整
備
な
ど

太
陽
光
発
電
設
備
工
事
の
共
同
受
注
な
ど
を
行

う
の
が
、
静
岡
市
や
富
士
市
の
電
気
工
事
業
や
建

設
リ
フ
ォ
ー
ム
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ら
で
設

立
し
た
静
岡
ソ
ー
ラ
ー
エ
ナ
ジ
ー
協
同
組
合
。
比

較
的
歴
史
の
浅
い
業
界
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
技
術
を
結
集
す
る
こ
と
で
ユ
ー
ザ
ー
の
信
頼

に
応
え
て
い
こ
う
と
法
人
化
に
踏
み
切
っ
た
。

藤
枝
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
は
、
藤
枝
市
の

建
設
業
や
廃
棄
物
処
理
事
業
者
で
設
立
。
土
木
工

事
や
環
境
整
備
事
業
の
分
野
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
、
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
や
路
面
清
掃

作
業
業
務
な
ど
の
共
同
受
注
を
め
ざ
す
。

古
民
家
の
屋
根
を
ふ
く
屋
根
材
と
し
て
ニ
ー
ズ

が
高
い
萱
（
主
に
ス
ス
キ
）。
富
士
山
御
殿
場
か

や
の
里
企
業
組
合
は
、
富
士
山
麓
な
ど
の
ス
ス
キ

の
群
生
地
で
刈
り
取
ら
れ
た
特
産
品
の
萱
「
ふ
じ

が
や
」
を
需
要
先
に
販
売
す
る
ほ
か
地
域
の
農
業

振
興
事
業
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

沼
津
市
の
心
の
健
康
ア
シ
ス
ト
企
業
組
合
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
開
発
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
等
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
行

う
。
発
起
人
ら
は
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
き
た
が
、
近
年
の
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
企
業
組
合
に
よ

る
事
業
化
を
決
め
た
。

共
同
購
入
は
六
組
合

共
同
購
入
を
主
要
事
業
と
し
て
計
画
す
る
組
合

は
六
組
合
。
地
元
飲
食
店
に
よ
る
大
手
チ
ェ
ー
ン

と
の
差
別
化
や
家
電
小
売
店
に
よ
る
仕
入
れ
コ
ス

図表② 組合員数の推移
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図表③ 一組合あたりの平均組合員数と最多組合員の推移

一組合平均出資額は241万円

図表④ 出資金の推移（金額単位：万円）
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図表⑤ 一組合あたりの平均出資金と最高出資額組合の推移

図表⑥ 過去10年間の組合主要事業の推移
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ト
の
低
減
な
ど
が
組
合
設
立
の
主
な

理
由
だ
。

〇
仕
入
の
差
別
化
、
安
定
調
達

　
め
ざ
す

静
岡
市
の
飲
食
店
で
組
織
化
さ
れ

た
の
が
静
岡
市
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
協

同
組
合
。
チ
ェ
ー
ン
展
開
す
る
大
手

等
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
こ
だ

わ
り
を
持
つ
畜
産
農
家
ら
と
連
携
し

組
合
員
へ
の
良
質
で
廉
価
な
食
材
供

給
を
め
ざ
す
。
県
東
部
の
不
動
産
取
引
業
者
ら
で

組
織
化
し
た
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
協
同

組
合
は
、
土
地
・
建
物
等
の
購
入
あ
っ
せ
ん
事
業

な
ど
を
行
う
。
特
に
競
売
物
件
の
入
札
を
共
同
で

行
う
こ
と
で
リ
ス
ク
分
散
を
図
り
、
廉
価
な
物
件

の
提
供
を
め
ざ
す
。

〇
仕
入
の
安
定
確
保
、
コ
ス
ト
削
減
へ

焼
津
市
の
ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ト
水
産
協
同
組
合
は

同
市
内
の
水
産
加
工
品
、
水
産
物
卸
売
業
者
に
よ

る
法
人
化
。
原
料
や
資
材
の
安
定
確
保
や
販
路
の

開
拓
を
図
る
た
め
共
同
購
入
事
業
や
水
産
物
の
共

同
販
売
・
共
同
受
注
な
ど
を
計
画
す
る
。

ア
ド
ホ
ッ
ク
沼
津
伊
豆
協
同
組
合
、
ア
ド
ホ
ッ

ク
富
士
協
同
組
合
、
静
岡
西
部
電
器
協
同
組
合
の

三
組
合
は
、
い
ず
れ
も
地
元
電
気
小
売
店
に
よ
る

法
人
化
。
大
手
量
販
店
に
対
抗
す
る
た
め
に
家
電

製
品
の
共
同
購
入
や
共
同
受
注
事
業
な
ど
を
行

い
、
組
合
員
の
仕
入
れ
コ
ス
ト
の
低
減
や
取
扱
高

の
増
大
を
め
ざ
す
。

プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
協
同
組
合

東
部
地
域
の
不
動
産
業
界
は
沿
岸
付
近
に
あ

る
物
件
の
売
れ
行
き
が
鈍
化
す
る
一
方
、内
陸
部

の
物
件
に
購
買
意
欲
が
増
加
す
る
傾
向
と
な
っ

て
い
る
。ま
た
、長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
企
業

や
個
人
の
不
動
産
が
売
り
に
出
さ
れ
、一
般
の
不

動
産
物
件
と
と
も
に
、競
売
物
件
も
増
加
傾
向
に

あ
る
。

競
売
物
件
は
落
札
す
る
ま
で
物
件
を
内
覧
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、現
状
で
引
き
渡
さ
れ

る
こ
と
等
、入
札
に
際
し
リ
ス
ク
が
大
き
い
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、東
部
地
区
の
不
動
産
関

係
者
が
集
ま
り
、各
々
の
専
門
分
野
を
持
ち
寄

り
、共
同
購
入
を
行
う
こ
と
で
リ
ス
ク
を
排
し
、

不
動
産
市
場
に
良
質
な
物
件
を
供
給
し
よ
う
と
、

当
組
合
を
設
立
し
た
。

主
な
事
業
は
、共
同
購
入
に
加
え
、共
同
宣
伝
、

共
同
販
売
及
び
斡
旋
を
行
い
、当
該
地
域
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
く
。

富
士
山
御
殿
場
か
や
の
里
企
業
組
合

御
殿
場
市
の
富
士
山
麓
の
住
民
が
主
体
と
な

り
、地
元
の
特
産
品
で
あ
る「
ふ
じ
が
や
」の
開
発
・

販
売
か
ら
人
材
育
成
ま
で
を
行
う
こ
と
を
計
画
。

萱（
か
や
）は
全
国
各
地
に
あ
る
古
民
家
に
使

用
さ
れ
、各
地
で
採
取
さ
れ
て
い
る
が
、年
々
生

産
量
は
減
少
し
て
お
り
、地
元
で
の
調
達
が
難
し

く
、全
国
に
発
注
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

当
市
も
萱
の
群
生
地
で
あ
り
、古
く
か
ら
萱
の

採
取
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、後
継
者
不
足
等
の
要

因
に
よ
り
採
取
量
が
伸
び
ず
、全
国
か
ら
の
需
要

に
応
じ
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、古
く
か
ら
萱
の
採
取
を
行
っ

て
き
た
住
民
が
主
体
と
な
り
、当
組
合
を
設
立
し

た
。事

業
は
組
織
的
に
萱
の
採
取
を
行
う
ほ
か
、後

継
者
の
育
成
を
行
い
、伝
統
の
萱
を
守
る
と
と
も

に
、地
域
観
光
の
目
玉
と
し
て
の
場
作
り
な
ど
も

行
い
、地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
う
考
え
だ
。

■ 所在地：駿東郡長泉町  ■ 組合員：6人  ■ 出資金：12,000千円
■ 理事長：小野誠一郎  ■ 設立認可日：平成24年9月21日
■ 認可行政庁：静岡県
■ 主な事業： 組合員の取り扱う土地・建物の共同購入・

共同販売及び斡旋

■ 所在地：御殿場市  ■ 組合員：21人  ■ 出資金：250千円
■ 理事長：長田勇二  ■ 設立認可日：平成24年6月12日
■ 認可行政庁：静岡県
■ 主な事業： 特産品の開発及び販売、イベント等の開催

24年度全16組合

プロフィール   PROFILE

　   ※設立認可順。内容は認可時点のものです。
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平成24年度　静岡県の組合設立白書

ア
ド
ホ
ッ
ク
富
士
協
同
組
合

家
電
小
売
業
界
は
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、家
電
大

手
量
販
店
に
地
域
小
売
店
が
経
営
的
に
押
さ
れ
、

閉
店
に
追
い
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
対
応
で
き
る
地
域
家
電
店

が
減
少
す
る
こ
と
で
、地
域
住
民
の
細
か
な
ニ
ー

ズ
や
高
齢
者
へ
の
対
応
力
を
失
い
か
け
て
い
る

地
域
も
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
系

列
の
販
売
店
と
し
て
富
士
・
富
士
宮
地
域
に
て
長

年
に
渡
り
グ
ル
ー
プ
活
動
を
続
け
て
き
た
十
三

事
業
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
。

主
な
事
業
は
、よ
り
顧
客
へ
の
対
応
力
を
強
化

す
る
組
織
的
な
情
報
交
換
、共
同
購
入
に
よ
る
仕

入
コ
ス
ト
低
減
、取
扱
高
増
を
目
指
し
た
共
同
受

注
な
ど
。以
前
か
ら
連
携
を
行
っ
て
き
た
団
結
力

や
、地
域
専
門
店
な
ら
で
は
の
優
位
性
を
活
か

し
、高
齢
化
が
進
む
地
域
の
対
応
も
含
め
、今
後

の
中
小
家
電
店
の
振
興
を
図
る
。

心
の
健
康
ア
シ
ス
ト
企
業
組
合

日
本
国
内
の
長
引
く
デ
フ
レ
、企
業
の
海
外
進

出
、新
興
国
の
台
頭
等
に
よ
り
、日
本
の
産
業
構

造
は
近
年
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

特
に「
人
」に
関
し
て
、職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
や

セ
ク
ハ
ラ
、長
時
間
労
働
に
よ
る
心
身
へ
の
過
剰

な
負
荷
な
ど
、特
に
心
に
関
す
る
様
々
な
問
題
が

続
出
し
て
お
り
、企
業
に
も
対
応
し
て
い
く
よ
う

社
会
的
な
要
請
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、後
手
に

回
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、東
部
地
区

に
お
い
て
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
き
た
メ
ン
バ
ー
ら
で
当
組
合
を
設
立
し
た
。

主
要
な
事
業
は
、組
合
員
個
々
の
専
門
分
野
を

持
ち
寄
り
、企
業
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
開
発
、カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
事
業
な
ど
。こ
れ
ら
事
業
活
動
を
通
じ
、顧

客
企
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

社
会
貢
献
に
も
繋
が
る
こ
と
と
な
る
。

■ 所在地：富士市  ■ 組合員：13人  ■ 出資金：650千円
■ 理事長：青柳唯一  ■ 設立認可日：平成24年11月6日
■ 認可行政庁：富士市
■ 主な事業： 家電製品の共同購入・共同受注・共同宣伝

■ 所在地：沼津市  ■ 組合員：4人  ■ 出資金：400千円
■ 理事長：池田貞夫  ■ 設立認可日：平成24年11月8日
■ 認可行政庁：沼津市
■ 主な事業： コミュニケーション能力開発及びメンタ

ルヘルスの習得等に関するコンサルティ
ング事業、メンタルヘルスケアに関するカ
ウンセリング事業

ア
ド
ホ
ッ
ク
沼
津
伊
豆
協
同
組
合

大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
系
列
の
販
売
店
と
し
て
東

部
・
伊
豆
地
域
に
て
長
年
に
渡
り
グ
ル
ー
プ
活
動
を

続
け
て
き
た
十
六
事
業
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
。

家
電
小
売
業
界
は
、低
価
格
な
家
電
大
手
量
販

店
の
進
出
に
よ
り
、地
域
家
電
小
売
店
が
経
営
的

に
押
さ
れ
、閉
店
に
追
い
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
な
い
。

地
域
家
電
店
が
減
少
す
る
こ
と
で
、地
域
住
民

の
細
か
な
ニ
ー
ズ
や
高
齢
者
へ
の
対
応
力
を
失

い
か
け
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

当
組
合
は
、以
前
か
ら
連
携
を
行
っ
て
き
た
団

結
力
や
、地
域
専
門
店
な
ら
で
は
の
優
位
性
を
活

か
し
な
が
ら
活
動
を
行
う
。

事
業
は
、よ
り
顧
客
へ
の
対
応
力
を
強
化
す
る

組
織
的
な
情
報
交
換
、共
同
購
入
に
よ
る
仕
入
コ

ス
ト
低
減
な
ど
を
行
う
。事
業
を
通
じ
て
、高
齢
化

が
進
む
地
域
へ
の
対
応
も
含
め
、中
小
家
電
店
の

強
み
を
活
か
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
対
応
を
図
る
。

■ 所在地：沼津市  ■ 組合員：16人  ■ 出資金：800千円
■ 理事長：相磯善治  ■ 設立認可日：平成24年11月30日
■ 認可行政庁：沼津市
■ 主な事業： 家電製品の共同購入・共同受注・共同宣伝
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静
岡
ソ
ー
ラ
ー
エ
ナ
ジ
ー
協
同
組
合

化
石
燃
料
に
替
わ
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
、太
陽
光
発
電
を
代
表
と
す
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

特
に
太
陽
光
発
電
は
、国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ

る
施
設
導
入
に
対
す
る
直
接
補
助
も
あ
り
、一
般
家

庭
及
び
事
業
所
に
お
け
る
需
要
が
増
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、安
全
・
安
心
な
太
陽

光
発
電
施
設
の
設
置
を
目
的
に
、静
岡
市
、富
士

市
の
電
気
工
事
業
者
、建
築
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
、

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
四
社
が
組
合
を
設

立
。太
陽
光
発
電
設
備
工
事
・
関
連
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
の
共
同
受
注
事
業
を
始
め
、各
社
が
取
り

扱
う
資
材
及
び
副
資
材
の
共
同
購
入
事
業
を
実

施
。組
合
員
の
太
陽
光
発
電
業
務
の
受
注
機
会
の

拡
大
や
経
営
コ
ス
ト
の
削
減
に
寄
与
し
て
い
る
。

ま
た
組
合
で
は
、発
電
施
設
設
置
後
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
な
ど
に
も
重
点
を
置
く
こ
と
で
、同
業
他

社
と
の
差
別
化
を
図
り
事
業
の
拡
大
を
図
る
考
え
。

静
東
森
林
経
営
協
同
組
合

東
部
地
域
は
天
城
・
富
士
・
箱
根
山
麓
に
囲
ま

れ
た
森
林
資
源
が
豊
か
な
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
森
林
資
源
の
多
く
は
森
林
保
育
か
ら
木

材
利
用
に
取
組
む
時
期
に
入
っ
て
い
る
が
、当
地

域
の
森
林
所
有
者
の
多
く
は
森
林
経
営
の
経
験

に
乏
し
い
。さ
ら
に
、森
林
法
の
改
正
に
よ
り
森

林
所
有
者
に
伐
採
・
造
林
・
間
伐
・
保
育
等
の
計
画

を
策
定
す
る
森
林
経
営
計
画
制
度
が
発
足
し
た

が
、自
ら
策
定
に
取
り
組
め
る
地
域
の
小
規
模
森

林
所
有
者
は
少
な
い
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、数
年
前
よ
り
任
意
団
体

と
し
て
森
林
経
営
計
画
の
提
案
や
共
同
森
林
施

業
・
共
同
経
営
の
提
案
を
行
っ
て
き
た
グ
ル
ー
プ

が
当
組
合
を
設
立
し
た
。

事
業
は
、森
林
所
有
者
へ
の
森
林
経
営
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
、森
林
所
有
者
か
ら
の
委
託
に
基
づ

く
原
木
の
受
託
販
売
事
業
等
を
行
い
、地
域
森
林

資
源
の
活
用
に
貢
献
し
て
い
く
。

ド
リ
ー
ム
ゲ
ー
ト
水
産
協
同
組
合

近
年
、水
産
加
工
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。

特
に
加
工
原
料
の
安
定
的
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
き
た
こ
と
を
は
じ
め
、諸
資
材
費
の
値
上

が
り
に
よ
る
製
造
コ
ス
ト
の
上
昇
、中
国
・
ア
ジ

ア
諸
国
か
ら
の
安
価
な
輸
入
水
産
加
工
品
と
の

国
際
的
競
合
及
び
国
内
加
工
産
地
間
と
の
競
合

な
ど
、今
後
の
事
業
展
開
を
考
え
る
う
え
で
、対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
課
題
解
決
に
向
け
、焼
津
市
内
の

水
産
食
料
品
製
造
業
者
、水
産
物
卸
売
業
者
ら
四

社
が
、加
工
原
料
の
安
定
的
確
保
等
を
目
的
に
組

合
を
設
立
し
た
。

組
合
で
は
、共
同
購
入
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
、

共
同
販
売
に
よ
る
販
路
拡
大
、共
同
受
注
に
よ
る

業
務
効
率
化
を
図
っ
て
い
く
考
え
。将
来
的
に
は

共
同
施
設
の
設
置
も
計
画
し
て
い
る
。

■ 所在地：静岡市  ■ 組合員：4人  ■ 出資金：400千円
■ 理事長：岩堀良弘  ■ 設立認可日：平成24年10月16日
■ 認可行政庁：静岡市
■ 主な事業： 太陽光発電設備の共同受注等

■ 所在地：駿東郡小山町  ■ 組合員：9人  ■ 出資金：10,000千円
■ 理事長：小寺孝信  ■ 設立認可日：平成24年11月30日
■ 認可行政庁：静岡県
■ 主な事業： 森林所有者等への森林経営コンサルティ

ング事業

■ 所在地：焼津市  ■ 組合員：4人  ■ 出資金：2,000千円
■ 理事長：清水 修  ■ 設立認可日：平成24年9月19日
■ 認可行政庁：焼津市
■ 主な事業： 水産物加工品の共同販売等
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平成24年度　静岡県の組合設立白書

静
岡
事
業
継
続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
同
組
合

東
日
本
大
震
災
を
機
に
B
C
P
策
定（
事
業
継

続
計
画
）へ
の
関
心
が
一
層
高
ま
る
中
、企
業
の

健
全
経
営
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、中
小
企
業
診
断
士
、行

政
書
士
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
者
な
ど
、特
定
の
ス

キ
ル
を
有
す
る
七
人
で
組
織
化
。主
に
B
C
P
及

び
B
C
M（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）に
関
す
る
支
援
業

務
や
策
定
業
務
の
共
同
受
注
を
行
う
。

組
合
が
窓
口
と
な
り
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
、企
業

の
B
C
P
、B
C
M
の
必
要
性
及
び
重
要
性
を
認

識
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
は
じ
め
、

B
C
P
の
策
定
か
ら
B
C
P
を
実
践
す
る
ま
で

の
経
営
者
・
従
業
員
教
育
業
務
を
共
同
で
受
注
す

る
。B

C
P
導
入
済
の
顧
客
に
向
け
た
B
C
M
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
作
成
中

で
あ
り
、近
日
中
に
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

静
岡
県
B
C
P
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
同
組
合

東
日
本
大
震
災
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、広
範
囲

に
及
ぶ
大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、一
社
単
独
で

の
B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）で
は
そ
の
効
果
は

限
定
的
と
な
り
、さ
ら
に
、事
業
の
中
断
・
途
絶
が

被
災
後
の
地
域
産
業
の
復
興
の
妨
げ
に
も
な
り

か
ね
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、「
企
業
連
携
」を
前
提
に
し
た

「
実
効
性
」の
あ
る
B
C
P
策
定
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
を
受
け
、県
内
各
地
で
B
C
P
支
援
に
携
わ
る

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
が
結
束
し
組
織
化
。

専
門
家
集
団
と
し
て「
実
効
性
あ
る
B
C
P
づ
く

り
」を
理
念
に
策
定
業
務
の
共
同
受
注
を
行
う
。

構
成
員
の
大
半
は
、静
岡
県
主
催
の
B
C
P
指
導

者
養
成
講
座
の
第
一
期
修
了
生
。中
小
企
業
診
断
士

や
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
多
彩
な
ス
キ
ル
・
経
験
を

有
し
て
お
り
、B
C
P
に
関
連
す
る
様
々
な
経
営
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
つ
い
て
も
共
同
受
注
す

る
な
ど
し
、地
域
企
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
。

■ 所在地：静岡市  ■ 組合員：7人  ■ 出資金：350千円
■ 理事長：森 清正  ■ 設立認可日：平成24年6月22日
■ 認可行政庁：静岡市
■ 主な事業： BCM・BCP策定の共同受注

■ 所在地：静岡市  ■ 組合員：13人  ■ 出資金：650千円
■ 理事長：髙橋義久  ■ 設立認可日：平成24年11月19日
■ 認可行政庁：静岡県
■ 主な事業： BCP策定の共同受注

静
岡
市
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
協
同
組
合

静
岡
市
内
の
飲
食
業
者（
居
酒
屋
）は
、静
岡
お
で

ん
に
代
表
さ
れ
る
”B
級
グ
ル
メ
“
が
全
国
区
に

な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、緑
茶
割
り
な
ど
地
域
独
特
の

個
性
を
活
か
し
た
店
舗
経
営
に
努
め
て
い
る
。し
か

し
景
気
低
迷
と
共
に
消
費
者
の
外
食
控
え
な
ど
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、よ
り
個

性
的
な
店
舗
運
営
や
多
く
の
利
用
者
へ
の
情
報
発

信
な
ど
を
進
め
る
必
要
性
が
出
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、静
岡
市
内
の
飲
食
業
者（
居

酒
屋
）六
社
が
、共
同
で
こ
の
課
題
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
指
し
組
合
を
設
立
し
た
。

主
な
事
業
は
、組
合
員
各
店
舗
で
提
供
す
る
メ

ニ
ュ
ー
の
こ
だ
わ
り
食
材
を
購
入
斡
旋
す
る
他
、定

期
的
に
季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
計
画

す
る
。安
全
安
心
な
優
れ
た
食
材
の
供
給
を
可
能
に

し
、組
合
員
の
こ
だ
わ
り
や
個
性
あ
る
店
舗
に
つ
い

て
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、他
店
と
の
差
別
化
、

特
長
あ
る
店
舗
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
考
え
。

■ 所在地：静岡市  ■ 組合員：6人  ■ 出資金：360千円
■ 理事長：藤嶋悦郎  ■ 設立認可日：平成25年3月26日
■ 認可行政庁：静岡市
■ 主な事業： 副資材の購入斡旋、共同宣伝等
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協
同
組
合
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
浜
松

　
本
県
で
は
、国
内
大
手
メ
ー
カ
ー
と
そ
れ
を
取

り
巻
く
中
小
企
業
の
海
外
展
開
が
急
速
に
進
め

ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、中
小
企
業
経
営
者
は
現
地
に
お
け
る

商
習
慣
の
違
い
や
資
金
調
達
な
ど
の
知
識
や
ノ

ウ
ハ
ウ
等
が
不
足
気
味
で
あ
る
。

こ
う
し
た
課
題
や
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、企

業
経
営
支
援
を
手
掛
け
る
浜
松
市
内
の
四
社
が
、

互
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、中
小
企
業
の

海
外
展
開
を
支
援
す
る
目
的
で
組
織
化
し
た
。

海
外
進
出
等
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
組
合
に

設
け
、信
用
で
き
る
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
の
発
掘
・

マ
ッ
チ
ン
グ
業
務
か
ら
現
地
法
人
設
立
や
業
務

契
約
締
結
と
い
っ
た
実
務
に
至
る
ま
で
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

さ
ら
に
は
、組
合
事
業
と
組
合
員
を
広
く
P
R

す
る
共
同
宣
伝
を
展
開
す
る
。

藤
枝
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

組
合
員
は
藤
枝
市
内
に
お
い
て
建
設
業
、廃
棄

物
処
理
業
に
携
わ
る
五
社
。組
合
員
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
が
年
々
厳
し
さ
を
増
す
中
、そ
れ
ぞ
れ

保
有
の
経
営
資
源
を
活
か
す
こ
と
で
、将
来
に
向

け
た
活
性
化
策
を
打
ち
出
す
必
要
性
が
あ
っ
た
。

建
設
業
及
び
廃
棄
物
処
理
業
と
い
う
専
門
性

の
高
い
経
営
資
源
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、新
た

な
活
路
を
切
り
拓
く
こ
と
を
模
索
し
た
結
果
、地

域
で
発
生
す
る
環
境
維
持
・
保
全
・
管
理
等
及
び

廃
棄
物
に
係
る
様
々
な
業
務
等
に
対
し
て
、
”ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
“
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
で
き
る
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

主
な
事
業
は
、路
面
清
掃
作
業
業
務
や
一
般
廃

棄
物
の
収
集
運
搬
業
務
な
ど
の
共
同
受
注
及
び

斡
旋
を
始
め
、資
材
等
の
共
同
購
入
事
業
。

組
合
で
は
、事
業
を
通
じ
て
組
合
員
の
経
営
基

盤
の
確
立
及
び
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
を
側
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
考
え
。

し
ず
お
か
御
前
崎
茶
商
協
同
組
合

御
前
崎
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
お
茶
は
、産
地

と
し
て
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、近
年
消
費
者
の
嗜
好
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
を
背
景
に
、全
国
的
に
は
リ
ー
フ
茶

消
費
量
は
、減
少
気
味
に
推
移
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
組
合
員
六
人
が
、任
意
団
体
と
し
て

御
前
崎
茶
の
普
及
P
R
に
向
け
市
内
外
で
活
動

を
重
ね
て
き
た
。緑
茶
の
な
じ
み
の
薄
い
北
海
道

を
新
た
な
消
費
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
実
証
実
験

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、御
前
崎
茶
と
北
海
道
ス
イ
ー

ツ
の
組
合
せ
提
案
が
大
変
好
評
を
得
た
。

こ
う
し
た
普
及
P
R
事
業
は
任
意
団
体
で
も

有
効
で
あ
っ
た
が
、協
同
組
合
と
し
て
共
同
販
売

を
行
う
事
で
販
売
力
強
化
が
可
能
と
な
り
、当
組

合
を
設
立
し
た
。

こ
の
ほ
か
組
合
員
の
負
担
軽
減
に
寄
与
す
る

共
同
加
工
事
業
を
実
施
。販
売
促
進
事
業
は
御
前

崎
茶「
つ
ゆ
ひ
か
り
」の
消
費
拡
大
を
図
る
。

■ 所在地：浜松市  ■ 組合員：4人  ■ 出資金：2,000千円
■ 理事長：竹田良雄  ■ 設立認可日：平成25年3月18日
■ 認可行政庁：浜松市
■ 主な事業： 海外展開支援業務の共同受注及び斡旋、共

同宣伝

■ 所在地：藤枝市  ■ 組合員：5人  ■ 出資金：5,000千円
■ 理事長：山田壽久  ■ 設立認可日：平成24年12月10日
■ 認可行政庁：藤枝市
■ 主な事業： 一般廃棄物収集運搬業務の共同受注等

■ 所在地：御前崎市  ■ 組合員：6人  ■ 出資金：600千円
■ 理事長：中山啓司  ■ 設立認可日：平成25年2月28日
■ 認可行政庁：静岡県
■ 主な事業： 茶の共同販売、斡旋及び共同加工
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平成24年度　静岡県の組合設立白書

静
岡
西
部
電
器
協
同
組
合

家
電
流
通
業
界
は
、大
手
量
販
店
の
成
長
と
と

も
に
、厳
し
い
価
格
競
争
の
環
境
に
あ
る
。

各
地
域
販
売
店
は
こ
の
影
響
を
受
け
、価
格
が

不
安
定
気
味
と
な
り
、地
域
密
着
の
地
元
の
商
売

を
発
展
さ
せ
る
た
め
組
織
力
を
活
か
し
た
事
業

戦
略
が
必
要
と
な
っ
た
。

構
成
員
二
二
人
は
設
立
以
前
か
ら
大
手
メ
ー

カ
ー
の
系
列
小
売
店
と
し
て
意
思
疎
通
を
図
り
、

目
的
意
識
を
高
め
組
織
化
し
、団
結
を
強
め
た
。

組
合
事
業
と
し
て
家
電
製
品
の
共
同
購
買
及

び
斡
旋
事
業
を
行
い
、組
合
員
は
安
定
か
つ
迅
速

な
製
品
調
達
を
維
持
で
き
、仕
入
れ
コ
ス
ト
削
減

に
も
寄
与
す
る
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
期
待
す
る
顧
客
の

獲
得
を
目
指
す
共
同
受
注
事
業
と
新
商
品
・
新
技

術
に
対
す
る
レ
ベ
ル
の
平
準
化
を
図
り
、教
育
情

報
事
業
を
通
じ
組
合
員
の
資
質
向
上
に
取
り
組

む
予
定
だ
。

協
同
組
合
H
A
M
I
N
G

浜
松
市
を
中
心
と
す
る
県
西
部
地
域
は
、国
内

有
数
の
も
の
づ
く
り
集
積
地
と
し
て
発
展
を
遂

げ
て
き
た
。し
か
し
、景
気
悪
化
や
大
手
企
業
の

海
外
進
出
に
よ
る
空
洞
化
等
、地
域
の
中
小
企
業

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
。

一
方
、高
齢
化
や
、工
業
生
産
化
へ
の
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
等
を
受
け
て
、新
た
な
成
長
市
場
と
し

て
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
が
医
療
用
機
器
分
野

で
あ
る
。

当
組
合
は
、浜
松
地
域
で
輸
送
用
機
器
等
の
製

造
に
携
わ
る
四
社
で
構
成
。各
社
が
培
っ
て
き
た

高
い
技
術
力
や
開
発
力
等
の
基
盤
技
術
を
医
療

用
機
器
の
開
発
に
転
用
し
、新
た
な
活
路
を
開
こ

う
と
法
人
化
に
踏
み
切
っ
た
。

組
合
で
は
、組
合
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
結
集
に
よ

る
、新
た
な
医
療
用
機
器
の
開
発
や
実
用
化
、さ

ら
に
リ
ハ
ビ
リ
用
品
等
の
健
康
福
祉
機
器
の
開

発
に
取
組
み
、受
注
拡
大
を
目
指
す
。

■ 所在地：浜松市  ■ 組合員：22人  ■ 出資金：1,100千円
■ 理事長：青木安廣  ■ 設立認可日：平成25年3月25日
■ 認可行政庁：浜松市
■ 主な事業： 家電製品の共同購買、斡旋及び共同受注

■ 所在地：浜松市  ■ 組合員：4人  ■ 出資金：2,000千円
■ 理事長：橋本秀比呂  ■ 設立認可日：平成24年11月5日
■ 認可行政庁：浜松市
■ 主な事業： 医療機器・健康福祉機器の研究開発及び共

同受注

▶
組
合
製
品
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
一
部

平成24年度事業・決算の承認並びに平成25年度事業計画・予算の決定等

13：30〜15：30（予定）
会場　ホテルセンチュリー静岡  静岡市駿河区南町18−1

■お問い合わせ　静岡県中央会・総務課　ＴＥＬ054-254-1511

平成25年　6月27日（木）　　

静岡県中小企業団体中央会の

平成25年度 通常総会 をご案内申し上げます。

主要議題

別途書面にて
ご案内申し上げます。
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静岡労働局からのお知らせ
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「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
な
ど
大
災

害
に
備
え
、
企
業
は
い
か
に
事
業

を
継
続
し
て
い
く
か
。
そ
の
た
め
に
は
実
効

性
あ
る
B
C
P
の
策
定
・
運
用
が
不
可
欠
だ

と
訴
え
続
け
た
い
」。

昨
年
十
一
月
、
県
内
各
地
で
B
C
P
策
定

業
務
に
携
わ
る
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
業

者
十
三
人
を
束
ね
、
県
知
事
認
可
で
あ
る
同

組
合
の
設
立
に
こ
ぎ
つ
け
た
、
そ
の
初
代
理

事
長
で
あ
る
。

「
も
と
も
と
組
合
員
は
県
内
各
地
で
企
業

経
営
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
実
績
の
あ

る
一
国
一
城
の
主
。
質
の
高
い
B
C
P
策
定

支
援
に
個
人
で
は
限
界
と
組
織
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
た
」と
当
時
の
様
子
を
振
り
返
る
。

ま
た
、
組
合
員
の
大
半
は
、
静
岡
県
主
催

の
B
C
P
指
導
者
養
成
講
座
の
第
一
期
修
了

生
。
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
B
C
P

策
定
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
き
た
。

一
昨
年
、
東
日
本
大
震
災
で
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
で
広
域

連
携
・
地
域
連
携
B
C
P
の
必
要
性
を
感
じ
、

「
従
来
の
個
社
別
B
C
P
策
定
で
は
十
分

機
能
せ
ず
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
我
々

が
組
織
化
を
図
り
連
携
B
C
P
策
定
支
援
を

し
て
い
こ
う
」
と
必
然
的
に
組
合
設
立
の
機

運
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
説
明
。

「
目
下
、
異
な
る
事
業
・
組
織
形
態
の

業
界
ご
と
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
が
、

B
C
P
導
入
プ
ロ
セ
ス
に
は
多
少
時
間
が
か

か
る
の
で
腰
を
落
ち
着
け
て
取
り
組
み
た

い
」
と
表
情
を
引
き
締
め
る
。

「
連
携
す
る
B
C
P
の
策
定
・
運
用
を
通

じ
て
、
地
域
・
産
業
の
復
元
力
（
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
）
を
高
め
安
心
・
安
全
で
し
な
や
か
な

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
」
と
組
合
の
目

標
は
あ
く
ま
で
も
高
い
。

一
方
、「
支
援
先
に
厳
し
い
経
営
判
断
を

仰
ぐ
こ
と
も
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
組
合
で

は
、
緊
急
時
に
実
効
性
と
機
能
す
る
、
訓
練

に
裏
打
ち
さ
れ
た
B
C
P
策
定
・
運
用
の
広

域
的
な
普
及
を
め
ざ
す
。

「
月
例
会
で
は
成
長
戦
略
と
連
動
し
た

B
C
P
の
紹
介
等
・
課
題
と
組
合
の
関
わ
り

を
検
討
し
、
ま
た
組
合
員
の
B
C
P
策
定
能

力
の
向
上
を
図
る
為
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
」
と
、
県
下
各
地
に
点
在
す
る
組
合
員
と

の
意
思
疎
通
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
余
念
が

な
い
。
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
テ
レ
ビ
会
議
も

週
一
回
開
催
。「
最
新
情
報
を
共
有
す
る
手

段
と
し
て
は
良
い
で
す
ね
」
と
最
新
I
T
技

術
も
フ
ル
活
用
の
構
え
だ
。

平
成
十
七
年
五
月
末
、
金
融
機
関
を
早
期

退
職
し
て
行
政
書
士
事
務
所
を
開
業
。
同
年

八
月
に
は
B
C
P
と
の
関
わ
り
を
持
ち
、
今

は
趣
味
だ
っ
た
B
C
P
が
仕
事
と
な
る
。

『
動
変
、変
動
』を
座
右
の
銘
と
す
る
。「
動

き
な
が
ら
変
わ
る
、
変
わ
り
な
が
ら
動
く

日
々
。
動
か
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
、

変
わ
ら
な
け
れ
ば
周
り
は
、
事
態
は
、
状
況

は
、
動
か
な
い
」。

「
実
社
会
で
は
、
動
い
て
初
め
て
見
え
て

く
る
も
の
が
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
自

ら
動
く
こ
と
で
組
合
事
業
を
牽
引
す
る
。

静岡県BCPコンサルティング協同組合
髙橋義久 理事長

実効性・機能性を
重視した
BCP支援に
取り組む

組合活性化情報
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組合の動き

中
央
会
主
催
に
よ
る
女
性
部
懇
談
会

が
、
三
月
一
八
日
、
静
岡
市
内
で
開
催
さ

れ
、
県
下
組
合
の
女
性
役
員
ら
約
二
〇

名
が
参
加
。
事
例
か
ら
、
女
性
な
ら
で

は
の
視
点
に
よ
る
組
合
運
営
策
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
意
見
の
交
換
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で

構
成
す
る
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
協
同

組
合
舎し

ゃ
べ
る鐘
（
静
岡
市
）
の
長
谷
川
玲
子

理
事
長
が
活
動
状
況
等
を
発
表
し
た
。

そ
の
な
か
で
長
谷
川
氏
は

「
私
達
の
条
件
は
、
各
組
合
員
が
認

め
合
え
る
実
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
存
在
で
な
い

と
、
組
合
運
営
は
難
し
い
」
と
語
り
、

「
こ
れ
ま
で
の
オ
フ
ァ
ー
を
待
つ
と

い
う
姿
勢
か
ら
、
セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
す

る
な
ど
能
動
的
に
動
き
始
め
て
い
る
。

今
後
は
こ
う
し
た
仕
掛
け
を
さ
ら
に
広

め
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
県
東
部
地
域
の
フ
リ
ー

の
バ
ス
ガ
イ
ド
に
よ
る
ガ
イ
ド
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
小こ
は
な花
協
同
組
合
（
富
士
市
）

の
常つ

ね
た田
恵
子
理
事
長
が
、
課
題
や
今
後

へ
の
取
り
組
み
な
ど
を
述
べ
た
。

常
田
理
事
長
は

「
仕
事
は
増
加
傾
向
だ
が
、
人
手
が

不
足
気
味
。
し
か
し
、
資
質
の
乏
し
い

人
は
派
遣
で
き
な
い
の
で
、
人
材
の
育

成
に
力
を
注
ぎ
た
い
」
と
語
っ
た
。

こ
の
あ
と
参
加
者
は
、
両
理
事
長
を

交
え
て
、
組
合
運
営
に
お
け
る
女
性
の

役
割
や
組
合
に
お
け
る
課
題
の
解
決
策

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
た
。

職
業
訓
練
法
人
静
岡
県
建
設
業
能
力

開
発
協
会
（
渡
邉
正
義
会
長
）・
静
岡
県

建
設
学
院
（
衣
川
克
郎
校
長
）
土
木
施

工
科
の
平
成
二
五
年
度
入
校
式
が
四
月

一
日
、
藤
枝
市
潮
の
同
学
院
で
行
わ
れ
、

訓
練
生
五
人
が
入
校
し
た
。

は
じ
め
に
衣
川
校
長
が
あ
い
さ
つ
。

「
本
校
に
は
四
〇
年
近
い
歴
史
が
あ

る
。
一
年
間
の
訓
練
終
了
後
に
派
遣
元

の
企
業
が
入
校
さ
せ
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
訓
練
を
通

じ
て
全
員
が
よ
り
多
く
の
資
格
を
取
得

す
る
と
と
も
に
、
社
会
経
験
を
積
ん
で

ほ
し
い
」
と
期
待
し
た
。

続
い
て

渡
邉
会
長

は
、「

当
校

で
学
ぶ
こ

と
で
、
建

設
関
係
の

職
場
で
必

要
な
資
格

が
数
多
く

取
得
で

き
、
各
地
の
建
設
現
場
で
も
卒
業
生
が

活
躍
し
て
い
る
。
建
設
業
界
へ
の
期
待

も
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
自

覚
を
胸
に
若
い
力
を
発
揮
し
て
欲
し
い
」

と
激
励
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
県
重
機
建
設
業

工
業
組
合
の
梅
原
秀
夫
理
事
長
が
祝
辞

を
述
べ
、
梅
原
理
事
長
は
「
各
自
が
企

業
を
引
っ
張
っ
て
い
く
と
い
う
自
覚
を

持
っ
て
、
こ
の
一
年
を
過
ご
し
て
欲
し

い
」
と
門
出
を
祝
っ
た
。

五
人
の
訓
練
生
は
、

「
不
安
も
あ
る
が
、
多
く
の
資
格
取
得

に
向
け
て
頑
張
り
た
い
」

「
多
く
の
こ
と
を
吸
収
で
き
る
よ
う
、

色
々
な
こ
と
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
抱
負
を
力
強
く
述
べ
た
。

同
訓
練
法
人
は
、
現
場
中
堅
技
能
者

の
養
成
を
目
的
に
昭
和
五
四
年
に
設
立
。

県
重
機
建
設
業
工
業
組
合
と
の
連
携
の

も
と
運
営
さ
れ
て
い
る
。
訓
練
生
は
、

四
月
か
ら
半
年
間
、
学
院
内
で
学
科
と

実
技
訓
練
を
、
後
半
は
派
遣
事
業
所
で

現
場
実
習
を
受
け
る
こ
と
で
、
一
九
を

超
え
る
資
格
や
免
許
が
取
得
で
き
る
。

期
待
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る

建
設
業
の
担
い
手
に
―
建
設
学
院
で
入
校
式

静
岡
県
建
設
学
院
・
静
岡
県
重
機
建
設
業
工
業
組
合

女
性
の
視
点
で
組
合
運
営
を
考
え
る

 
　
女
性
部
懇
談
会
を
開
催

静
岡
県
中
央
会

▶
組
合
運
営
を
熱
く
語
る
長
谷
川
氏

▶
組
合
の
現
状
に
つ
い
て
語
る
常
田
氏
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組合活性化情報

の
応
急
仮
設
住
宅
を
速
や
か
に
供
給

し
、
災
害
の
状
況
に
応
じ
迅
速
な
建
設

活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

今
後
具
体
的
な
供
給
数
な
ど
の
調
整

を
進
め
る
。

知
事
は
、「
災
害
時
の
住
宅
復
旧
活

動
は
、
県
民
も
生
命
を
守
る
上
で
極
め

て
重
要
。
県
民
に
と
っ
て
大
き
な
安
心

に
な
る
と
思
う
。
こ
の
協
定
は
非
常
に

心
強
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

県
木
造
建
築
工
業
組
合
の
小
林
明
世

理
事
長
は
、「
万
が
一
の
時
に
は
、
全

力
で
動
け
る
よ
う
万
全
の
準
備
を
し
た

い
。
各
団
体
と
も
連
携
し
、
強
固
な
体

制
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
る
。

県
内
の
木
造
建
築
に
携
わ
る
大
工
・

工
務
店
業
者
二
八
〇
名
で
構
成
す
る
静

岡
県
木
造
建
築
工
業
組
合
（
小
林
明
世

理
事
長
）
は
、
県
内
建
築
関
係
団
体
四

団
体
で
組
織
す
る
県
木
造
応
急
仮
設
住

宅
建
設
協
議
会
会
員
と
し
て
、
県
と
災

害
時
の
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

四
月
九
日
に
県
庁
で
行
わ
れ
た
調
印

式
に
は
、
組
合
の
小
林
理
事
長
ら
同
協

議
会
に
加
盟
す
る
団
体
の
ト
ッ
プ
が
参

加
し
、
静
岡
県
の
川
勝
平
太
知
事
と
協

定
書
を
交
わ
し
た
。

協
定
は
、
大
規
模
地
震
や
風
水
害
な

ど
の
発
生
時
に
、
県
か
ら
要
請
を
受
け

た
同
協
議
会
構
成
員
の
組
合
が
、
木
造

県
中
部
地
区
（
静
岡
市
清
水
区
か
ら

島
田
市
）
の
組
合
青
年
部
に
所
属
す
る

若
手
経
営
者
や
後
継
者
ら
で
組
織
す
る

中
部
青
年
中
央
会
（
桜
井
洋
一
会
長
）

及
び
清
水
青
年
中
央
会
（
宮
原
一
成
会

長
）は
、四
月
十
三
日
に
静
岡
市
の
ク
ー

ポ
ー
ル
会
館
で
開
か
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

通
常
総
会
で
、
合
併
に
向
け
て
正
式
に

話
し
合
う
「（
仮
称
）
合
併
協
議
会
」

の
設
置
を
決
め
た
。

両
青
年
中
央
会
は
、
発
足
か
ら
半
世

紀
近
い
歴
史
が
あ
り
、
時
代
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
各
種
研
修
会
や
交
流
会
な
ど
を

実
施
し
な
が
ら
、
将
来
の
業
界
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
、
異
業
種
交
流
を
展
開
。

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
の
中
で
組
合
理
事
長

な
ど
業
界
や
地
域
で
活
躍
す
る
数
多
く

の
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
し
て
き
た
。

近
年
は
、
両
青
年
中
央
会
の
活
動
地

域
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
各

種
研
修
会
・
県
内
外
の
視
察
研
修
を
は

じ
め
、
納
涼
会
・
新
年
会
な
ど
の
交
流

会
を
合
同
で
開
催
し
て
お
り
、
会
員
同

士
の
交
流
機
運
も
高
ま
り
を
見
せ
て

い
た
。

今
後
は
こ
の
協
議
会
を
通
じ
て
、
近

い
将
来
の
合
併
を
視
野
に
、
様
々
な
角

度
か
ら
議
論
を
交
わ
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

総
会
後
開
催
さ
れ
た
合
同
交
流
会
の

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
桜
井
、
宮
原
両
会
長
は
、「
未

来
志
向
で
い
ろ
い
ろ
意
見
を
出
し
合
っ

て
ほ
し
い
。
我
々
青
年
は
、
こ
の
よ
う

な
議
論
を
し
た
り
検
討
す
る
こ
と
自
体

も
勉
強
。
結
果
と
し
て
、
両
青
年
中
央

会
が
一
緒
に
な
る
道
筋
を
し
っ
か
り
と

た
て
て
い
き
た
い
」
と
、
約
八
十
名
の

出
席
者
の
前
で
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

▶
桜
井
会
長（
左
）と
宮
原
会
長（
右
）

中
部
青
年
中
央
会
・清
水
青
年
中
央
会

　 「
合
併
協
議
会
」の
設
置
を
可
決

静
岡
県
中
部
青
年
中
央
会
・
静
岡
県
清
水
青
年
中
央
会

静
岡
県
と
災
害
協
定
締
結

 
　
災
害
時
の
居
住
確
保
対
策
強
化

静
岡
県
木
造
応
急
仮
設
住
宅
建
設
協
議
会

▲右から一番目が小林理事長

▲右から小林理事長、川勝知事、遠藤事務局長
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6　お問い合せ　
県教育委員会社会教育課　
TEL：054-221-3312

＜平成24年度交流より　参加者の声＞
【製造業】中国企業との取引でも信頼関係が築けるよう、お
互いを尊重し、本音の意見交換ができるようにしたい。私
自身も積極的に中国について学び（語学も）、交流で出会っ
た仲間との交流を継続していきたい。
【建設業】現地企業視察で、企業の成功モデルは収益性・戦
略も然ることながら、考え方、人間性が重要であることを
再認識した。
【廃棄物処理業】今回の日中関係の緊迫でリスクも認識した。
しかし中国ビジネスを長期的な視点で捉え、中国で出会っ
た多くの素晴らしい方々との関係を続けていきたい。
【高校教員】日中の教育現場が抱える問題は、想像以上に共
通部分が多いと感じた。一方、日本では見られない実践も
見られ参考になった。

若者の人材育成に取組む事業主の皆さまを支援します！
若者チャレンジ奨励金

（若年者人材育成・定着支援奨励金）のご案内

35歳未満の非正規雇用の若者を、自社の正社員とし
て雇用することを前提に、自社内での実習（OJT）と
座学（Off-JT）を組み合わせた訓練（若者チャレンジ
訓練）を実施する事業主の方に奨励金を支給します。

訓練奨励金
訓練実施期間に訓練受講者1人1月あたり15万円

正社員雇用奨励金
訓練終了後、訓練受講者を正社員として雇用した場合に、
1人あたり1年経過時に50万円、2年経過時に50万円（計
100万円）

●�正社員としての雇用経験などが少なく職業能力形
成機会に恵まれない若者を、新たに有期契約労働
者として雇い入れて訓練を実施する場合と、既に
有期契約労働者等として雇用している若者に訓練
を実施する場合に活用できます。
●�１年度に計画することができる訓練の上限は60人�

月※となります。
※人月とは、（受講者数×訓練月数）の合計をいいます。
例：３人に３ヵ月間の訓練を実施する場合＝９人月

お問い合せ　静岡労働局 職業安定部 求職者支援室
TEL：054-271-9956
または、県内各地区のハローワークまで

〜静岡県の『ものづくり』を情報発信します〜
ホームページ「部品美術館」に掲載する作品候補の募集

県内ものづくりの技術力をPRできる工業製品・部
品や工業技術（技術サンプル）を、「作品」として、ホー
ムページで紹介しています。本年度に追加掲載する
作品の候補について、情報をお寄せください。
◆募集期間　随時募集
◆選　　考　８月頃選考の上、年間15作品を掲載予
定。（採用の場合は、情報提供者に確認の上、取材
等により掲載させていただきます。）
◆情報提供の方法　所定の様式をホームページから
ダウンロードの上、申込先までFAXまたはE-mailで
送付してください。

部品美術館　〜美術館のコンセプト〜　
高品質・高性能なものは美しい

お申込み・お問い合せ
静岡県経済産業部 商工業局 商工振興課 創業支援局
TEL：054-221-2990　FAX：054-221-3216
E-mail： ssr@pref.shizuoka.lg.jp
HP：http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-510/buhin

〜繰り返しの有期労働契約は、
無期労働契約に転換できるようになります〜

労働契約法　改正・施行のお知らせ

労働契約法は昨年８月に改正され、今年４月から
以下の項目が施行されました。（②については平成24
年８月から施行されています。）

①�無期労働契約
への転換

有期労働契約が繰り返し更新され通算5年
を超えると、労働者が申込めば、無期労働
契約に転換できます。

②�「雇止め法理」
の法定化

客観的に合理的な理由を欠き、社会通念上
相当と認められない場合には、使用者によ
る雇止めが認められません。

③�不合理な労働
条件の禁止

有期労働者と無期労働者との間で、期間の
定めに関して、不合理な労働条件の違いを
設けることを禁止します。

お問い合せ　静岡労働局監督課 TEL：054-254-6352

浙江省交流（8月）

中国移動通信浙江有限公司
訪問（浙江省杭州市にて）
現地企業幹部・従業員と質疑
応答や情報交換をしました

静岡県交流（3月）

日中青年交流会（静岡市にて）
両県省の代表青年が交流
成果などを発表しました
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「しずおかジョブステーション」がオープン

４月から、世代別やニーズ別になっている県の就職
支援機関は統合して、「しずおかジョブステーション」
として生まれ変わります！利用者の方のニーズに沿う
サービスを目指します。
　学生、若者から中高齢者、子育て女性まで、相談
から就職までの一貫した支援！
◆就職相談センター・ヤングジョブステーション
◆求職者総合支援センター
◆マザージョブステーション

しずおかジョブステーション
しずおかジョブステーションでは、カウンセリングから就職が
決まるまでの一貫した支援が、ワンストップで受けられます！
ご利用ください！！！

 支援内容
１　個々の事情に合わせた窓口でカウンセリング
２　体系化された多様なセミナーでスキルアップ
３　ハローワークによる職業紹介で就職に直結！

※子育て女性には託児サービスも提供します！（要予約）

しずおかジョブステーションは、
県内3か所の県民生活センター内にあります

◆しずおかジョブステーション東部
〒410-0801 沼津市大手町１-１-３ 沼津商連会館ビル２F　
静岡県東部県民生活センター内
就職相談コーナー� 055-951-8229
ハローワークコーナー� 055-964-4510

◆しずおかジョブステーション中部
〒422-8067 静岡市駿河区南町14-１ 水の森ビル
静岡県中部県民生活センター内
就職相談コーナー（３F）� 054-284-0027
静岡新卒応援ハローワーク（９F）� 054-654-3003

◆しずおかジョブステーション西部
〒430-0929 浜松市中区中央１-12-１ 県浜松総合庁舎
静岡県西部県民生活センター内
就職相談コーナー（３F）� 053-454-2523
ハローワークコーナー（１F）� 053-451-4510

利用時間：午前9時〜午後5時
休館日：土曜・日曜・祝日・年末年始

（12月29日〜1月3日）

お問い合せ
静岡県経済産業部　雇用推進課　雇用推進班
TEL：054-221-2811　FAX：054-271-1979
HP：http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-220

平成25年度 日中青年代表交流 参加者募集

静岡県では、友好提携関係にある中国浙江省と、
青年交流を行っています。
青年の皆さん、浙江省の青年との交流に参加して、

日中の友好・発展の架け橋になりませんか？
1　目　的　
　静岡県内の経済、産業、教育、行政など各分野の青年代表が、
中国浙江省青年連合会※の幹部との交流を通して、相互理解と
信頼関係を深め、人脈形成や情報交換等を行い、参加後、継
続的に日中交流に関わることにより、発展的な協力関係を築く
ことを目的としています。
※�浙江省の公的青年組織。各分野で若きリーダーとして活躍す
る青年が所属する。

2　主催・実施　
静岡県教育委員会・日中青年代表交流実行委員会

3　実施内容　〈予定〉
交流・セミナー 開催月日 内　　　容

第1回セミナー 7月6日（土）開講式、オリエンテーション、中国事情講座、グループワーク�等

第2回セミナー 8月3日（土）浙江省交流ガイダンス、グループワーク�等

浙江省交流
【7泊8日】

8月9日（金）
〜16日（金）

杭州市内視察、ホームステイ、歓
迎レセプション現地企業視察、
日系企業視察、上海市内視察�等

第3回セミナー 10月の
土曜日

浙江省交流総括、日中文化比較
講座、グループワーク、
静岡県交流ガイダンス�等

静岡県交流
【3泊4日】 10月〜11月

ホームステイ、青年意見交換
会、歓迎レセプション、
静岡県内（企業・施設等）視察�等

第4回セミナー 12月の土曜日 交流報告会、閉講式

※中国国内の状況等によっては、日程変更の可能性もあります。
4　参加費　15万円

（ただし、個人的にかかる経費は含みません。）
5　募　集
 対象　中国に関心があり、日中の友好交流の促進や
相互発展への取組に参加する意志のある、県内各分
野の20歳から概ね35歳までの青年で、原則としてホー
ムステイ（１泊２日）の受け入れが可能な方。
定員　30名　　締切　平成25年６月３日（月）
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（平成25年3月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

役員の任期が満了し、その後通常総会、理事会
を経て全員留任しましたが、この場合でも役員
変更届や登記は必要ですか？

Q

必要になります。
しかし、役員変更届に関しては役員全員が再選と
なり、役員の氏名又は住所に一切変更が生じてい
ないときは、提出する必要はありません。

A
なり、役員の氏名又は住所に一切変更が生じてい

組合運営組合運営

■製造業
・  円安はいいが、原油価格高騰が生産コスト増加となる。特に包
装資材や電気料金値上げなど業績悪化への懸念が高まる。（水
産食料品製造業）
・  工賃低下、原材料の値上がりなど悪い状況が続いています。人
員削減など合理化を進めていますが、今後も厳しい状況を予想
しています。（繊維製品製造業）
・  ３月は特に問題はありませんでしたが、食品需給研究センター
調べでは、平成24年練製品生産量は6.6％増ですが、板蒲鉾のみ
0.1％の減で残念な結果でした。（木材・木製品製造業）
・  業界の状態は未だに苦しい。海外物がこれから15～18％の値上
げがきており、収益性が悪くなっている。（宗教用具製造業）
・  花粉症対策ティッシュや再生トレイ紙の規格多様化などの努力
をしている。今後の価格を上げるための立て直しを色々として
いる。（パルプ・紙・紙加工品製造業）
・  議員選挙で若干潤った企業もあるが、全体的には上昇傾向は見
られない。（印刷・同関連業）
・  出荷は132％、年間では110％弱。景況は持ち直し傾向にある。
今年度も10％増を見込む。価格もやや強含み。（セメント・同
製品製造業）
・  株高・円安に伴い景気好転を期待するものの、現状、設備投資
にまで踏み込む企業は少なく、一向に上昇気配が感じられず、前
年売上を下回る企業が多く見られる。（生産用機械器具製造業）
・  年度末の需要増に加え、新車効果による影響でエコカー補助金
の効果で、好調だった昨年並みの生産量となった。（輸送用機
械器具製造業）
・  ２月期同様引き続き政府による円安誘導により為替差損の是正
が進む中、原材料燃料費の上昇が懸念されるが全体的にムード
が良くなってきている。（輸送用機械器具製造業）
・  業界の現状は、安定した受注がなく鍋底不況から上昇の様子が
みられず皆苦しんでいる。そのような中、少し仕事の動きを感
じる業者の話も聞こえるが、零細企業では未だといった感じ有
り。（漆器製造業）

■非製造業
・  ３月のセメント出荷は前年同月比1.2％増の３ヶ月連続の増加と
なった。年度末の公共土木工事への出荷が増加した。年度ベー
スでは5.4％減となった。（セメント卸売業）
・  当月売上は、前年同月と比較して9％減少であった。理由とし
て彼岸用切花が気温上昇により開花が遠まり、一度に入荷が集

中した。そのため相場が安く低迷した。（その他の卸売業）
・  一昨年までのエコポイント・地上デジタル化の特需により2011
年秋頃より家電市場が悪化している。またアベノミクスにより
景気回復と云われていますが、２次卸・３次卸にあたる当組合・
組合員（販売店）においては、特需に関連した家電品（テレビ・
冷蔵庫 等）の販売の需要は未だ動きが鈍い状況。合わせてイ
ンターネットサービスの普及が大きなデフレの要因となってい
て、未だ明るい兆しは見えません。（機械器具小売業）
・  ３月30・31日、市の助成を受けて静岡伊勢丹と協働で「春店市」
を開催した。土曜日は、天気にも恵まれブラスバンドフェスティ
バルやワゴンセールを楽しむお客様でにぎわった。葵スクエア
には、本物の桜の木を設置し、楽しんでいただくことができた。
（各種商品小売業・静岡市）
・  毎年年度末に現金１割還元セールを行う。同規模のセールでは、
４～５％ダウンしてしまう。明るい話題としては、空区画になっ
ていた２区画に「洋服お直し」と「子供・ベビー服」のお店が
４月に新規オープンする。（各種商品小売業・伊東市）
・  「百縁笑店街と軽トラ市」のイベントを実施した。今回はゆる
キャラを招いてのステージを設けたのでいつもより賑やかにな
り、来場者も多少増えた感じで良かった。（各種商品小売業・
袋井市）
・  震災翌年の23年度は、創業時以来の赤字決算であった。24年度
は、役員報酬半額、賞与カット、建売事業進出等により、黒字
が確保でき、ほっとしている。組合員各自の状況は依然厳しい。
震災不安による沿岸部不人気、少子化による購入層の減少、有
望な産業、教育機関が無い事等、地域行政の抱える問題点は多
い。（不動産取引業）
・  ほぼ前年並みです。週末の道路が混雑している。（宿泊業）
・  いわゆる「アベノミクス効果」というような動きは見られない
が、案件そのものは短期的には充足してきている模様。ただ、
多くの地元企業のIT投資に勢いをつけるには、まだ全体の底上
げが見えないうちは難しいと思われる。（情報サービス業）
・  平成24年度は、総体的に工事量は増加している。しかしながら、
長年続いた建設業への抑制政策は、異常な低価格競争の環境を
つくっており、これからの脱皮には時間を要すると思われる。
（総合工事業）
・  繁忙期ではあるが、期待したほどの売上は見込めない。荷動き
はあるものの傭車が不足している影響で輸送効率は悪い。軽油
価格が高値で推移し、昨年の価格急高騰時よりも更に高く、採
算面で厳しい状況にある。（道路貨物運送業）
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〇３月の前年同月比のDI値は、「売上高」「販売価格」「取引条件」「収益状況」「設備操業」「業界の景況」の
６項目が改善した。
〇製造業は、前月との比較で「売上高」「取引条件」「収益状況」「資金繰り」「設備操業度」「業界の景況」の
６項目において改善した。
〇非製造業では、前月との比較で「売上高」「販売価格」「取引条件」「業界の景況」の４項目において改善した。
〇中小企業の景況は、政府の経済対策の効果もあり、主要３指標DI値は上昇した。

◎今月の業界状況を主要三指標の前年同月比DI値で見ると、
売上高－21.8（２月－34.5）、収益状況－36.8（同－40.2）、業界の景況－33.4（同－36.8）となった。「売上高」「収
益状況」「業界の景況」の３項目において改善した。
その他の項目は在庫数量－16.4（同－18.1）、販売価格－1.1（同－4.6）、取引条件－11.5（同－17.3）､資金繰り
－28.8（同－28.8）､設備操業度－12.8（同－25.6）、雇用人員－12.6（同－12.6）となり３項目において改善した。

概　況
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-10.0

0.0
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売上高
収益状況
業界の景況

H16.4.1 H17.4.1 H18.4.1 H19.4.1 H20.4.1 H21.4.1 H22.4.1 H23.4.1 H24.4.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H25.03 －21.8 －16.4 －1.1 －11.5 －36.8 －28.8 －12.8 －12.6 －33.4

DI値

H25.02 －34.5 －18.1 －4.6 －17.3 －40.2 －28.8 －25.6 －12.6 －36.8

H25.2→H25.3 12.7↑ 1.7↑ 3.5↑ 5.8↑ 3.4↑ ±0→ 12.8↑ ±0→ 3.4↑

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。

景況景況ウォッチ景況ウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチ
主要3指標で改善の傾向
～新政権への期待が高まる反面、原材料値上げ等の懸念材料も続く～

組合活性化情報

17 中小企業静岡 2013.5

25年5月号_本文.indd   17 13/04/19   17:04



平成25年度 労働保険年度更新説明会会場

　下記日程により労働保険年度更新説明会を開催しますので、関係書類を持参のうえ最寄りの会場
にご出席ください。
　なお、各会場とも駐車場に限りがありますので、車での来場はご遠慮ください。

※年度更新申告書の記入方法等については、コールセンター（電話番号表面参照）にお問い合わせ
いただくか、平成24年4月1日から平成25年3月31日までに支払った賃金総額（建設事業は元請
完成工事額）を集計の上、各地での出張受付（日程表同封）または、静岡労働局労働保険徴収課、最
寄りの労働基準監督署にご持参ください。

確定保険料算定基礎賃金集計表・一括有期事業開始届・一括有期事業総括表・一括有期事業報告書の
用紙は、静岡労働局ホームページからダウンロードできます。 

【ホームページアドレス　http://shizuoka-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/ 】

【一般継続事業】
署　別 開　催　日　時 会　　　　　場 所　　在　　地

三　島 25年6月10日（月）13時30分 三島市民文化会館 小ホール 三島市一番町20-5

沼　津 25年6月12日（水）14時00分 裾野市民文化センター 多目的ホール 裾野市石脇586

富　士 25年6月10日（月）14時00分 富士市文化会館（ロゼシアター）
小ホール 富士市蓼原町1750

静　岡 25年6月10日（月）14時30分 グランシップ 中ホール・大地
※昨年と会場が異なりますのでご注意ください。 静岡市駿河区池田79-4

島　田 25年6月12日（水）14時00分 焼津市焼津文化会館 小ホール 焼津市三ケ名1550
（焼津市文化センター内）

磐　田 25年6月18日（火）14時00分 掛川市生涯学習センター ホール
※昨年と会場が異なりますのでご注意ください。 掛川市御所原17-1

浜　松 25年6月11日（火）10時00分 可美公園総合センター 浜松市南区増楽町920-2

【建 設 事 業】
署　別 開　催　日　時 会　　　　　場 所　　在　　地

浜　松 25年6月11日（火）14時00分 可美公園総合センター 浜松市南区増楽町920-2

※平成25年度の建設事業にかかる説明会は浜松のみの開催となります。
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を
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し
、
風

味
の
感
じ
ら
れ
る
餡

に
な
り
ま
す
。

伝統の技と味が冴えわたる

こだわりの和菓子で
人々を幸せに

有限会社わかつき（富士市）

所在地：〒416-0906
　　　　富士市本市場22-2
ＴＥＬ：0545-61-0577
ＦＡＸ：0545-61-3112
ＵＲＬ：http://www.katei-wakatuki.jp/
代表者：若月正章
定休日：毎週月曜日

▲自慢のきんつばには小豆餡がたっぷり

▲小豆の炊き具合を確かめる若月社長

小
豆
は
用
途
に
よ
っ
て
炊
き
方
を
変
え
て

い
て
、
き
ん
つ
ば
に
使
う
餡
の
小
豆
は
、
ざ

る
炊
き
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
甘

味
は
抑
え
な
が
ら
口
に
含
ん
だ
時
に
小
豆
の

風
味
が
感
じ
ら
れ
る
き
ん
つ
ば
が
で
き
る
の

で
す
」
と
語
る
若
月
社
長
。
し
か
し
、
い
つ

も
納
得
の
い
く
炊
き
上
が
り
に
な
る
訳
で
は

な
い
。
”豆
の
形
を
残
し
な
が
ら
、
お
い
し

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
か
“
自
問
自
答
の

日
々
が
続
く
。

食
べ
物
に
対
す
る
顧
客
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま

る
一
方
だ
。
若
月
社
長
は
、
自
社
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
を
極
め
る
こ
と
で
応
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
当
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
方
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
に
密
着
し
、
地
に
足
を
着
け
た
商

売
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
地
方
発
送
可
能

な
商
品
の
開
発
も
手
掛
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
」。
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移
し
て
き
た
が
、「
ト
イ
レ
の
窓
ガ
ラ
ス

破
壊
や
異
物
の
詰
め
込
み
な
ど
悪
意
に

よ
る
施
設
損
壊
も
相
次
ぎ
予
想
外
に
出

費
が
増
大
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
」

と
、
設
立
時
か
ら
理
事
長
を
務
め
る
村

田
理
事
長
が
明
か
す
。

組
合
で
は
、
こ
の
対
応
と
し
て
職
員

を
増
員
し
、
延
べ
六
名
で
車
二
台
で
、

市
内
百
一
一
箇
所
の
公
園
遊
具
、
衛
生

施
設
を
毎
日
点
検
。
毎
週
金
曜
日
に
組

合
事
務
所
で
組
合
職
員
が
情
報
共
有
し
、

不
具
合
箇
所
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
修
繕
計

画
を
立
て
実
行
に
移
し
て
き
た
。
学
校

の
長
期
休
み
前
に
は
組
合
員
が
、
ま
た

定
期
的
に
、
専
門
業
者
に
遊
具
の
点
検

診
断
を
依
頼
し
安
全
性
を
高
め
て
い
る
。

平
成
二
四
年
度
に
は
中
央
会
事
業

を
利
用
し
、
組
合
独
自
に
公
園
管
理
に

関
す
る
Q
&
A
チ
ラ
シ
を
作
成
。
利
用

者
に
組
合
が
公
園
の
指
定
管
理
者
で
あ

る
こ
と
を
P
R
し
、
公
園
利
用
の
ル
ー

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
「
公
園
」。

長
い
間
、
公
園
な
ど
公
の
施
設
管
理
運

営
は
、
地
方
公
共
団
体
の
出
資
法
人
や

公
共
的
団
体
等
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
法
改
正
に
よ
り
、
民
間
事
業
者

な
ど
地
方
公
共
団
体
が
指
定
す
る
者

「
指
定
管
理
者
」
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
管
理
業
務
を
焼
津
市
か
ら
「
市

都
市
公
園
指
定
管
理
者
」
と
し
て
平
成

二
四
年
四
月
、
厳
し
い
選
定
基
準
を
ク

リ
ア
し
、
審
査
の
結
果
、
選
定
さ
れ
た

の
が
当
組
合
で
あ
る
。
平
成
一
九
年
二

月
の
受
託
に
引
き
続
き
二
度
目
の
契
約

と
な
っ
た
。

一
期
目
の
契
約
は
、
平
成
二
四
年
三

月
末
で
終
了
し
た
が
、
二
期
目
を
再
受

託
で
き
た
理
由
は
、
組
合
の
管
理
能
力

や
技
術
力
、
強
固
な
組
織
力
が
評
価
さ

れ
た
結
果
で
あ
る
。

組
合
員
は
焼
津
市
の
公
園
維
持
管
理

の
指
名
業
者
八
社
で
、
平
成
一
八
年
八

月
の
組
合
設
立
。

指
定
管
理
者
と
し
て
の
主
な
業
務
は

①
植
物
管
理
（
植
栽
、
剪
定
、
病
害
虫

防
除
等
）、
②
遊
具
な
ど
の
施
設
管
理

（
保
守
・
点
検
、
修
繕
、
利
用
受
付
な

ど
）、③
ト
イ
レ
な
ど
の
清
掃
管
理
（
施

設
清
掃
、備
品
補
充
等
）
な
ど
で
あ
る
。

組
合
は
指
定
管
理
者
に
選
定
さ
れ
た

以
降
、
管
理
す
る
す
べ
て
の
公
園
に
組

合
名
と
電
話
番
号
入
り
の
看
板
を
設
置

し
、
市
民
に
向
け
管
理
者
の
存
在
を
明

確
化
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
受
託
業
務
は
、
順
調
に
推

ル
、
マ
ナ
ー
の
浸
透
等
を
図
る
こ
と
を
企

画
す
る
。
今
年
五
月
以
降
に
市
内
自
治

会
、
町
内
会
の
各
世
帯
に
約
四
千
枚
を

作
成
し
、
回
覧
普
及
す
る
予
定
だ
。

今
年
四
月
に
は
焼
津
港
ま
つ
り
の

「
緑
の
広
場
」
で
植
木
の
展
示
即
売
、

抽
選
会
、
緑
化
相
談
窓
口
等
の
運
営
業

務
を
組
合
が
担
当
。
着
実
に
実
績
を
重

ね
て
き
た
こ
と
が
、
行
政
か
ら
の
組
合

の
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
る

「
当
初
、
指
定
管
理
者
を
受
託
し
た
と

き
は
公
園
数
は
七
八
だ
っ
た
が
、
焼
津

市
と
大
井
川
町
の
合
併
に
伴
い
現
在
百

一
一
に
増
加
し
た
。
組
合
員
も
当
初
の

八
社
が
、
こ
れ
ま
で
四
社
が
加
入
す
る

な
ど
事
業
運
営
は
拡
大
し
て
い
る
。
公

園
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
で
欠
か

せ
な
い
も
の
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
親
し

み
を
も
ち
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
村
田
理

事
長
が
話
す
。

組合活性化情報

指
定
管
理
者
と
し
て

市
内
公
園
を
安
全
、快
適
に
利
用

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す

焼
津
環
境
緑
化
事
業
協
同
組
合

住　所／〒425-0022
 焼津市本町2-13-29
組合員／12人

設　立／平成18年8月
T E L ／054-902-1437

厳
し
い
選
定
基
準
を
ク
リ
ア
し

「
市
都
市
公
園
指
定
管
理
者
」を
再
受
託

組
合
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
公
園
利
用
に

関
す
る
チ
ラ
シ
を
作
成

▲ 毎週組合関係者が、公園施設管理状況を確認
し、破損箇所があれば直ぐに修繕計画を立て、
実行

▲組合をリードする村田理事長
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「ものづくり補助金「ものづくり補助金」を募集しています
ニッチ分野特化型 サービス化型 小口化・短納期化型

きめ細かく顧客ニーズをとらえる創意工夫に取り組むために、中小企業経営力強化支援法の認定経
営革新等支援機関（認定支援機関）等と連携しつつ、ものづくり中小企業・小規模事業者が実施す
る試作品の開発や設備投資等を支援します！

対象者

日本国内に本社及び開発拠点を有するものづくり中小企業・
小規模事業者であり、以下の要件を満たす者
顧客ニーズにきめ細かく対応した競争力強化を行う事業で
あること
認定支援機関に事業計画の実効性等が確認されていること
「中小ものづくり高度化法」22分野の技術を活用した事業
であること

補助率等

補助対象経費総額の３分の２
（補助上限額：1000 万円）

対象経費

原材料費　　　　　　　　　 機械装置費
試作品の開発に係る経費（人件費含む）等

国

中小企業団体中央会

中小企業・小規模事業者

補助（基金造成）補助（基金造成）

補助（2/3）補助（2/3）

 競争力強化を支援し、我が国製造業を支えるものづくり産業基盤の底上げを図ります。
 即効的な需要の喚起と好循環を促し、経済活性化の実現をめざします。

概　　要

目　　的

ものづくり中小企業・小規模事業者試作開発等支援基金の設置・管理を行う法人（全国中央会）
から委託を受けて中小企業・小規模事業者が実施する試作品の開発や設備投資等に対する補助金
交付の事業を行います。
（収益があると認められた場合は、収益の一部を納付していただく場合があります。）

本会では…

ものづくり中小企業・小規模事業者試作開発等支援補助金

効率化と納期短縮化
システムを導入！

潜在的なニーズ
があるけど…

長年培った知恵と
経験を活用し、より
良い製品を作りたい

といったニーズに応えたい町工場の高い
技術力と機動力・
柔軟性を
活かしたい

静岡県中小企業団体中央会（静岡県地域事務局）
※『本事業』並びに『ものづくり補助金公募申請説明会』の詳細は、本会ホームページをご覧下さい。

〒420-0853　静岡市葵区追手町44番地の1 静岡県産業経済会館内　
TEL：054-255-5900　FAX：054-255-5911
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決算関係書類等の提出はお済みですか？決算関係書類等の提出はお済みですか？
協同組合等では、総会終了後、行政庁に対する決算関係書類の提出が義務付けられています。
役員変更届や定款変更認可申請、変更登記申請と合わせ、今一度ご確認下さい。

決算関係書類

決算関係書類は、通常総会に提出し、承認を受け、総会終了の日から２週間以内に行政庁に提
出することが義務付けられています。

添付書類（中小企業等協同組合法（中協法）施行規則第12条、中小企業団体の組織に関する法律（中団法）施
行規則第21条）：
①事業報告書
②財産目録
③貸借対照表
④損益計算書
⑤剰余金の処分または損失の処理の方法を記載した書面
⑥上記①～⑤を提出した総会（又は総代会）の議事録（謄本でよい）

提出部数：
中部地区組合2部、東西地区組合3部（運輸局所管組合はさらに1部追加）。

役員に変更があった場合は、変更のあった日から２週間以内に所管行政庁に届け出ることが定
められています。
役員の変更とは、役員の改選をはじめ役員の氏名や住所があった場合、補充があった場合、代

表理事の交代、役員の死亡または辞任した場合など役員に関する一切の変更をいいます。

添付書類（中協法施行規則第3条、中団法施行規則第1条の8）：
①変更した事項を記載した書面（変更前と変更後の対照表）
②変更年月日および理由を記載した書面
（変更理由は、「任期満了に伴う役員選挙が行われたため」、「○○理事宅が転居したため」等簡明にその
事実を記載します）
③役員変更が役員の選挙または選任によった場合には、総会（総代会）と理事会の議事録（謄本でよい）
※役員の住所や氏名などの変更の場合は、③の議事録は不要です。
※信用協同組合または火災共済協同組合の常勤役員の選任による変更の場合は、新たに選任された常勤
役員の経歴書

提出部数：
中部地区組合2部、東西地区組合3部（運輸局所管組合はさらに1部追加）。

定款変更は、行政庁の認可を受けた時点で初めてその効力が発生します。したがって認可日以
前に新事業を実施した場合などは定款違反となるので注意が必要です。また登記事項（事業や名
称、事務所の所在地等）については認可書到達後、変更登記を要します。
代表理事の変更、事務所移転、名称変更、事業の変更、出資の総口数及び払込済出資総額の変

更、定款中の地区の変更、公告方法の変更、出資一口の金額の変更については、変更登記申請が
必要となります。
なお、代表理事の変更については、役員改選により同一人が就任した場合も登記手続きが必要

となりますのでご注意下さい。

役員変更届

定款変更認可申請・変更登記申請
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静岡県東部青年中央会
小泉 庄太
株式会社畠山製作所

歴
史
観

近
代
史
に
お
い
て
日
本
は
周
辺
諸
国
に
偉
大
な
足
跡
を
多
々
残

し
て
い
る
。
台
湾
で
の
灌
漑
工
事
、
ア
ヘ
ン
撲
滅
、
朝
鮮
や
南
洋

諸
国
で
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
、
学
校
教
育
の
普
及
等
、
自
国
の

資
本
や
人
材
を
投
入
し
、
後
進
国
に
お
け
る
近
代
化
の
推
進
と
そ

の
礎
を
築
い
て
き
た
。
そ
こ
に
は
欧
米
列
強
の
搾
取
政
策
と
は
一
線

を
画
す
、
共
存
共
栄
の
理
念
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
世
間
に
先
行
す
る
の
は
、
軍
国
主
義
や
ア
ジ
ア

各
国
へ
の
侵
攻
等
々
の
ダ
ー
テ
ィ
な
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
で
あ
る
。

戦
争
責
任
と
い
う
言
葉
に
世
論
が
未
だ
に
縛
ら
れ
て
い
る
為
で
あ

ろ
う
。

戦
争
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
先
人
達
が
遺
し
た

偉
大
な
功
績
は
よ
り
多
く
次
世
代
へ
伝
え
、
日
本
人
と
し
て
の
誇

り
を
継
承
す
べ
き
で
あ
る
。

過
ち
は
繰
り
返
さ
ず
、
偉
功
は
こ
れ
を
敬
い
我
も
続
か
ん
。
歴

史
を
学
ぶ
意
義
こ
れ
に
あ
り
。

今月号より中小企業静岡の担当課に配属され
ました。機関誌への関わりは、これで三回目。機
関紙の原点回帰をめざします。 （矢部）
最近仕事で、パソコンは欠かせなくなった。そ
のせいか？漢字の読み書き能力がすっかり低下
してしまった。子供と漢字検定でも受けたいと
思う。 （関本）
連携組織課から経営支援課に異動して、改め

て自分の無能さと未熟さに嘆く日々。一日でも早

く戦力になれるよう頑張ります。 （大谷）
新体制となり、新たな目標を持ってスタートす

る予定でいたのですが日々は待ってくれず…昨年
とは違った自分で年度末を迎えられるよう、1日
を大事にします。 （伊藤嘉）
異動で本年度4月から経営支援課になりまし

た。わからない事がわからない状態でありますが、
一日でも早く成果を出せるよう、ただただ頑張っ
てまいります。 （増田）

読者プラザ
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● 中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス joho-kikaku@siz-sba.or.jp
 皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）
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